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生物多様性条約

• 1992年ブラジル・リオデジャネイロの地球
サミットで生物多様性条約Convention on 
Biological Diversityが結ばれる

• 2005,10月で188カ国加盟（アメリカが未加
入）

• 包括的な保全
• 資源の持続的利用
• 資源からもたらせられる平等な利益分配
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COP6概要

• 開催期間：平成14年４月７日～４月19日
• 開催場所：オランダ　ハーグ市オランダ会議セン
ター

• 出席　締約国174カ国
　　　　オブザーバー８ヶ国（米国・タイなど）

　　　　国連機関22(FAO,UNEP,UNESCO,UNFF    
　UNFCCC,世界銀行など）

　　　　IGO,NGO多数
• ４月17～18日閣僚級会合(130ヶ国以上参加)

森林の生物多様性に関する決議

VI/22
45項目と森林の生物多様性に関する新たな行動
計画に関する付表を採択

専門家グループ会合と他の部会間会合(1-9)
拡大行動計画（10-27)
国家レベルでの活動(28-34)
特別な問題の共同作業(35-45)

決議VI/22（続き）
拡大行動計画（10-27)
　 　 SBSTTAの作った付表VII/6などの森林生物多様性保全プログラ実
の要素に注意を払い、森林の生物多様性の保全、持続的利用、森
林資源の利用により生じる利益の公平で適正な配分から求められる
１連の目標・目的・行動を組まなければならない。

　 　 森林とその中の多様性に関して各国は主権と責任sovereign rights 
and responsibilities)があることを強調する。

• 10．この決議の付表にある森林の生物多様性に
関する拡大行動計画を採択する

• 1 1．締約国は各国のプライオリティーと必要性に
したがってこの計画を実行すべきである

決議VI/22（続き）
拡大行動計画（続き）

　緊急性と公平な利益配分（特に原住民に配慮）

　国際協力の重要性

　　財源・技術移転・能力開発

　初期活動の開始

　　(a)エコシステムアプローチ（ケーススタディ）
　　(b)他の機関との共同作業／利用可能環境（ UNFF、CPF、　
　　　IPF/IFF)
　　(c)部会間の統合
　　(d)保護地域
　　(e)森林法の実行と関連貿易（ケーススタディ）
　　(f)持続的利用／利益分配
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決議VI/22（続き）
拡大行動計画（続き）

　国内レポートを利用して実施状況のモニタリング

　CHMを利用した情報の交換
　進捗状況のレビュー(COP8まで）とその準備のた
めのAHTEGの設置
　任意のテーマ別国家レポート

　　

決議VI/22（続き）

付表Annex
• 前文で以下の必要性に留意

(a)森林資源の持続的利用と適正な利益配分に重点
(b)原住民と地域社会の適当な参加を可能にし、その権利と利益を尊重
(c)各国のプライオリティにしたがって国・地域レベルで生物多様性に生態
的に意義が大きく最も重要な森林を緊急に保全する

(d)CBDやCPFのキー国際機関の行動の協調と重複の回避
(e)能力開発、適正な財源の確保、人的技術的資源がすべての利害関係
者によって行動計画が実践されるために必要

(f)適切な行動が国家または純国家レベルの森林の生物多様性戦略や計
画に効果的に盛り込まれているかの確認

　　エコシステムアプローチと持続的森林管理の連結を明確にする

決議VI/22（続き）

付表（続き）

• ３要素　12目標　27目的　130活動
• 要素１　保全・持続可能な利用・利益共有
• 要素２　制度・社会経済的実施環境
• 要素３　知識評価モニタリング

決議VI/22（続き）

付表の例

　要素１　保全・持続可能な利用・利益共有
　目標２　森林生物多様性の脅威圧の軽減

　目的６　土地転用・細分化による悪影響の軽減・回避

　活動１　民有林の保全システムの構築

　活動２　国レベル地方レベルの回廊の開設

　活動３　森林の生物多様性を考慮した土地転用にあ　
　　　　たってのコストベネフィット分析

　活動４　無秩序な人為攪乱による森林生物多様性へ　
　　　　の悪影響を回避するための政策の推進

研究成果と政策のインテグレーションが不可欠

森林の生物多様性拡大行動計画の2010年を目指した地

球規模の結果重視の目標（AHTEG案）から抜粋

• 世界の各森林タイプの少なくとも10％保全
• 林産物･森林サービスが持続的管理の原
則に従って提供

• 国際取引による希少化の禁止
• 山火事が与える影響の減少
• 原住民･地域社会の尊重と参加、利益共
有

• 途上国への財政・能力・技術移転

多様性行動計画推進のために
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